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定例会で審議された件数12
月
定
例
会
の
ポ
イ
ン
ト

本
会
議
で
の
質
疑

平
成
27
年

第
４
回
定
例
会

12
月
９
日
か
ら
17
日
ま
で 

開
催

「美しい村と快適な生活環  境を守る条例」を制定！
第
４
回
定
例
会
で
は
、
条
例
の
制

定
、
改
正
、
補
正
予
算
等
を
審
議
致

し
ま
し
た
。
補
正
予
算
で
は
、
一
般

会
計
で
１
億
８
９
０
０
万
円
あ
ま
り

の
追
加
、
下
水
道
事
業
特
別
会
計
で

５
６
０
万
円
あ
ま
り
の
追
加
、
水
道

事
業
会
計
で
１
３
０
万
円
あ
ま
り
の

追
加
で
し
た
。
一
般
会
計
は
災
害
関

係
予
算
を
１
億
７
７
０
万
円
あ
ま
り

追
加
す
る
も
の
で
す
。
今
回
の
補
正

予
算
に
よ
り
、
災
害
復
旧
工
事
に
つ

い
て
は
ほ
ぼ
発
注
と
な
り
、
３
月
に
は

総
事
業
費
や
財
源
内
訳
が
確
定
す
る

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
条
例
関
係
で

は
、「
美
し
い
村
と
快
適
な
生
活
環
境

を
守
る
条
例
」
の
制
定
が
提
出
さ
れ
、

総
務
社
会
委
員
会
で
審
査
し
ま
し
た
。

本
会
議
で
は
議
員
発
議
で
修
正
案
も

問答
住
民
課
で
保
管
し
て
い
ま

す
。

受
取
り
拒
否
の
扱
い
は
。

提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
賛
成
多
数
で

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
の
一
般
質
問
に
つ
い
て

は
、
８
名
の
議
員
か
ら
質
問
の
通
告

が
あ
り
、
第
５
次
総
合
計
画
や
震
災

復
興
に
つ
い
て
の
質
問
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
一
般
質
問
に
つ
い
て
は
、６
ペ
ー

ジ
以
降
に
、
議
員
ご
と
に
ま
と
め
て

あ
り
ま
す
。

問問問

問問問問

総
務
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

答答答答

罰
則
規
定
は
賛
否
両
論
あ

り
、
役
場
内
部
で
も
充
分
協

第
２
章
の
中
の
禁
止
行
為

が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
反

昨
年
作
成
し
た
英
語
版
ロ
ー

カ
ル
ル
ー
ル
を
参
考
に
、
刷

制
定
さ
れ
れ
ば
、
各
課
で
周

知
の
役
割
分
担
を
考
え
ま

「W
elcom

e to H
akuba 

Village!

」
と
い
う
カ
ー
ド

マ
ナ
ー
に
対
す
る
意
識
付
け

の
た
め
に
制
定
す
る
も
の
で

素
案
を
英
訳
し
て
行
い
ま
し

た
。
出
席
者
か
ら
は
「
自
国

罰
則
の
規
定
が
な
い
が
、
そ

の
理
由
と
条
例
の
実
効
性
の

住
民
か
ら
の
意
見
集
約
、
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、
条
例
の

冬
季
シ
ー
ズ
ン
を
目
前
に
控

え
て
周
知
が
急
が
れ
る
が
、

村
の
責
務
の
考
え
は
。

旅
行
者
に
対
し
て
の
周
知
方

法
は
。

条
例
を
作
ら
な
け
れ
ば
生
活

環
境
を
守
れ
な
い
の
か
。

外
国
人
に
も
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
は

し
た
の
か
。

担
保
は
。

ど
の
部
分
に
反
映
さ
れ
て
い
る
か
。

方
法
は
。

質
疑

討
論

篠
﨑
久
美
子
議
員

議
し
ま
し
た
。
こ
の
条
例
は
、
モ
ラ

ル
や
マ
ナ
ー
の
向
上
に
つ
な
が
り
、

村
の
住
環
境
ル
ー
ル
の
定
着
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
い
う
考
え
で
す
。
実

効
性
を
担
保
す
る
た
め
の
措
置
と
し

て
、
行
政
指
導
と
行
政
命
令
に
つ
い

て
規
定
を
し
て
い
ま
す
。

映
し
た
内
容
で
す
。

り
物
等
の
準
備
作
業
を
進
め
て
い
ま

す
。
観
光
事
業
者
や
、
禁
止
行
為
に

よ
り
事
業
に
影
響
の
あ
る
方
に
は
、

直
接
伺
う
必
要
が
出
て
き
ま
す
の

で
、
担
当
課
を
割
り
振
り
周
知
を
図

り
ま
す
。

す
。

に
掲
載
し
、
周
知
の
ポ
ス
タ
ー
な
ど

を
作
成
し
ま
す
。

す
。

で
は
も
っ
と
厳
し
い
条
例
が
あ
る
。」

と
の
声
も
聴
か
れ
ま
し
た
。
外
国
人

を
締
め
出
す
た
め
で
は
な
く
、
あ
く

ま
で
も
マ
ナ
ー
条
例
と
説
明
し
ま
し

た
。

●
白
馬
村
個
人
番
号
の
利
用
等
に
関

す
る
条
例
の
制
定

●
美
し
い
村
と
快
適
な
生
活
環
境
を

守
る
条
例
の
制
定

▽�
委
員
多
数
の
賛
成
に
よ
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
。

総
務
社
会
委
員
会

今
回
の
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
が
、

当
面
、
社
会
保
障
・
税
及
び
防
災
の

分
野
を
中
心
と
し
て
い
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
白
馬
村
に
お
い
て
実
施
し
て

い
る
。

こ
れ
ら
と
類
似
の
事
務
に
つ
い
て
も

同
様
に
本
村
に
お
い
て
個
人
番
号
を

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
条
例

で
規
定
す
る
も
の
。

迷
惑
行
為
を
防
止
す
る
の
で
は
な

く
、
生
活
環
境
を
守
る
た
め
の
条
例

の
制
定
。

通
称
マ
ナ
ー
条
例
と
し
、
外
国
人
を

特
化
す
る
も
の
で
は
な
い
。

周
知
徹
底
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、

時
期
尚
早
で
あ
る
。

反
対
討
論
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健康を願って、振る舞いで一緒にカンパイ！
（白馬町どんど焼き会場にて）

「美しい村と快適な生活環  境を守る条例」を制定！

問問

問

問 答答 答

答

村
長

柔
軟
に
受
け
付
け
ま
す
。

12
月
13
日
現
在
、
ふ
る
さ
と

納
税
額
は
１
億
３
３
０
０
万

次
年
度
に
設
置
す
る
予
定
で

す
。

21
件
で
す
。

い
ろ
ん
な
所
で
声
が
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。
外
国
人
を
排

「
村
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
あ
る
が
、
個

ふ
る
さ
と
納
税
報
償
費
の
合

計
が
５
千
万
円
を
超
え
る

適
用
漏
れ
の
件
数
は
。

神
城
駅
の
駐
輪
場
の
撤
去
後

は
。

円
弱
、
報
償
費
の
合
計
は
12
月
11
日

現
在
２
１
９
１
万
４
５
０
０
円
。
ま

除
す
る
の
で
は
な
く
、
お
も
て
な
し

の
気
持
ち
を
持
っ
て
接
す
る
た
め
の

条
例
で
あ
り
、
理
解
を
お
願
い
し
ま

す
。

●
白
馬
村
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

●
白
馬
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
平
成
27
年
度
白
馬
村
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
６
号
）
所
管
事
項

◎
総
務
課
関
係

◎
税
務
課
関
係

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
徴
収

猶
予
に
関
す
る
規
定
の
追
加
と
字
句

の
修
正
を
行
う
改
正
。

番
号
法
の
施
行
に
よ
り
、
国
民
健
康

保
険
税
の
減
免
に
つ
い
て
、
個
人
番

号
利
用
事
務
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
規
定
の
整
備
を
行

う
も
の
。

＊
固
定
資
産
税
猶
予
適
用
漏
れ
に

対
す
る
補
償
補
填
及
び
賠
償
金
と
、

村
税
還
付
金
及
び
還
付
加
算
金
に

３
９
４
万
６
千
円
の
増
額
。

＊
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
８
９
４
５
万
６
千

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
そ
れ
ぞ
れ
75
億
９
７
２
２
万
２

千
円
と
す
る
も
の
。

討
論原

案
の
通
り
。

前
文
は
い
ら
な
い
の
で
は
。
ま
た
、

村
の
責
務
に
も
っ
と
具
体
的
な
所
管

の
課
を
記
す
べ
き
。

前
文
に
、
外
国
人
を
特
化
し
た
言

葉
が
入
っ
て
い
る
が
、
そ
の
言
葉
を
削

除
す
べ
き
。

賛
成
討
論

反
対
討
論

反
対
討
論

▽�

委
員
多
数
の
賛
成
に
よ
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
。

▽�

委
員
多
数
の
賛
成
に
よ
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
。

▽�

委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
。

人
番
号
を
忘
れ
た
場
合
、
減
免
処
理

は
。

が
、
現
在
の
納
税
額
と
報
償
費
は
。

＊
震
災
対
応
の
臨
時
職
員
の
時
間
外

手
当
や
、庁
舎
の
電
気
料
の
増
額
と
、

神
城
駅
駐
輪
場
の
撤
去
費
用
な
ど
に

１
４
５
万
円
の
増
額
。

＊
ふ
る
さ
と
納
税
報
償
費
な
ど
に
３

３
８
５
万
円
の
増
額
。

◎
教
育
委
員
会
関
係

＊
落
雷
に
よ
り
破
損
し
た
白
馬
ジ
ャ

ン
プ
競
技
場
の
ス
コ
ア
ー
ボ
ー
ド
の

修
繕
と
散
水
ポ
ン
プ
の
修
繕
な
ど
に

１
０
５
万
４
千

円
の
増
額
。

＊
白
馬
北
小
学

校
体
育
館
吊
天

井
の
設
計
見
直

し
な
ど
に
１
９

６
９
万
１
千
円

の
増
額
。

＊
ウ
イ
ン
グ
21

ト
イ
レ
の
暖
房

便
座
の
取
付
け

と
、
ス
プ
リ
ン

ク
ラ
ー
の
修
繕

費
に
１
０
２
万

８
千
円
の
増

額
。

問答
覆
い
屋
の
玉
垣
の
設
置
で

す
。

三
日
市
場
神
明
社
の
工
事
の

内
容
は
。

＊
三
日
市
場
神
明
社
の
残
り
工
事
費

に
２
５
０
万
円
の
増
額
。

問答
災
害
復
旧
申
請
時
に
入
れ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

国
の
重
要
文
化
財
で
あ
る
の

に
、
文
化
庁
で
は
み
な
い
の

か
。問

文
化
庁
で
見
な
い
も
の
を
村

が
見
る
の
は
、
政
教
分
離
か

ら
お
か
し
い
の
で
は
。

た
、
報
償
費
は
納
税
額
の
４
割
程
度

を
見
越
し
て
い
ま
す
。
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ごみ処理対策委員・議員らで
リサイクル広場（長野市）などを視察

介
護
職
員
は
常
時
募
集
し
て
い
る
が
、

応
募
が
な
い
。

意
見

▽�

委
員
多
数
の
賛
成
に
よ
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
。

▽�

委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
採
択
す

べ
き
も
の
と
決
定
。

▽�

委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
。

▽�

委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
。

▽�

委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
採
択
す

べ
き
も
の
と
決
定
。

●
年
金
積
立
金
の
専
ら
被
保
険
者
の

利
益
の
た
め
の
安
全
か
つ
確
実
な
運

用
に
関
す
る
意
見
書
の
採
択
を
求
め

る
陳
情
書

●
村
道
路
線
の
認
定

●
白
馬
村
病
害
虫
防
除
基
金
の
管

●
平
成
27
年
度
白
馬
村
一
般
会
計
補

正
予
算
（
６
号
）

●
介
護
労
働
者
の
処
遇
改
善
及
び
人

員
配
置
基
準
の
改
善
を
求
め
る
陳
情

申
請
漏
れ
の
非
を
認
め
る
こ
と
と

し
て
、
賛
成
。

賛
成
討
論

◎
住
民
課
関
係

◎
健
康
福
祉
課
関
係

＊
広
域
ご
み
処
理
場
建
設
費
に
対
す

る
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
へ
の
負
担

金
に
１
７
３
２
万
５
千
円
の
増
額
。

＊
国
の
地
域
介
護
・
福
祉
空
間
整
備

推
進
交
付
金
が
２
カ
所
の
予
算
計
上

で
あ
っ
た
が
、
１
カ
所
に
な
っ
た
た

め
３
３
４
６
万
４
千
円
の
減
額
。

＊
第
３
子
通
園
の
幼
稚
園
へ
の
補
助

金
と
児
童
手
当
に
２
７
３
万
円
の
増

額
。

＊
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
外
壁
工
事
に

１
６
２
万
円
の
増
額
。

現
在
、
多
く
の
施
設
で
法
定
の
人
員

配
置
基
準
以
上
の
配
置
を
し
て
い
る

が
、
経
営
維
持
の
た
め
に
人
員
配
置

の
引
き
下
げ
に
向
か
え
ば
、
利
用
者

の
安
全
や
介
護
の
質
に
も
影
響
を
及

ぼ
し
か
ね
な
い
。
国
の
責
任
に
お
い

て
、
介
護
現
場
で
働
く
す
べ
て
の
労

働
者
の
処
遇
改
善
、
人
員
配
置
基
準

の
改
善
を
図
る
た
め
に
、
関
係
大
臣

に
意
見
書
を
提
出
す
る
よ
う
陳
情
す

る
。

み
そ
ら
野　

ト
ー
カ
ン
に
あ
る
道

路
６７
ｍ　
　

落
倉
に
あ
る
道
路

１
２
５
・９
ｍ

基
金
残
高
が
39
万
円
余
り
と
少
額

で
、
廃
止
す
る
も
の
。

◎
一
般
管
理
事
業

＊
確
定
申
告
に
よ
る
消
費
税
不
足
分

４
７
２
万
４
０
０
０
円
。

＊
過
年
発
生
公
共
下
水
道
施
設
災
害

復
旧
事
業
（
単
独
）。

＊
災
害
復
旧
の
追
加
分
を
１
７
２
万

８
０
０
０
円
。

◎
観
光
課
関
係

＊
栂
池
と
五
竜
を
結
ぶ
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
を
運
行
す
る
経
費
の
一
部
負
担
金

50
万
円
。

年
金
積
立
金
は
、
被
保
険
者
の
利
益

の
た
め
に
、
長
期
的
な
観
点
か
ら
安

全
か
つ
確
実
な
運
用
を
行
う
べ
き
も

の
で
あ
る
。
年
金
積
立
金
管
理
運
用

独
立
行
政
法
人
（
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
）
に
は

被
保
険
者
の
意
思
を
反
映
で
き
る
体

制
が
な
く
、
政
府
が
一
方
的
に
方
向

性
を
示
し
、
見
直
し
が
進
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
は
問
題
で
あ
る
。
年
金
積

立
金
が
毀
損
し
た
場
合
、
厚
生
労
働

大
臣
や
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
が
責
任
を
と
る
わ

け
で
は
な
く
、
被
保
険
者
・
受
給
者

が
被
害
を
こ
う
む
る
。
国
会
お
よ
び

関
係
行
政
庁
に
意
見
書
を
提
出
す
る

こ
と
を
要
請
す
る
。

問

問問

問

答

答答

答

除
雪
は
す
で
に
行
っ
て
い
る

路
線
。

去
年
多
く
で
て
い
た
１
０
５

号
線
の
個
所
は
対
処
し
て
い

去
年
ま
で
は
八
方
、
岩
岳
、

栂
池
を
結
ぶ
無
料
シ
ャ
ト
ル

野
鼠
、
稲
水
ゾ
ウ
ム
シ
な
ど

８
項
目
。

除
雪
は
ど
う
な
る
の
か
。

毎
年
同
じ
個
所
で
穴
が
開
い

て
い
る
が
。

白
馬
観
光
開
発
で
運
行
し
た

も
の
は
な
く
な
る
の
か
。

特
定
の
病
害
虫
と
は
。

産
業
経
済
委
員
会で

の
審
議

▽�

委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
。

を
動
か
し
て
い
た
。
有
料
化
し
白
馬

駅
や
五
竜
ま
で
伸
ば
し
た
。

◎
建
設
課
関
係

＊
地
震
関
連
の
維
持
補
修
と
冬
季
の

穴
埋
め
に
９
０
０
万
円
。

＊
過
年
発
生
公
共
土
木
施
設
災
害
復

旧
事
業
（
単
独
）、
単
独
災
害
と
小

災
害
復
旧
事
業
１
３
６
４
万
３
０
０

０
円
。

＊
過
年
発
生
公
共
土
木
施
設
災
害
復

旧
事
業
（
補
助
）
５
９
９
１
万
７
千

円
は
現
在
予
算
計
上
し
て
あ
る
分
に

不
足
す
る
６
０
９
１
万
７
０
０
０
円

の
補
正
、
用
地
費
１
０
０
万
円
の
減

額
は
単
独
費
で
支
出
す
る
の
で
、
補

助
か
ら
減
額
。

る
。

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
５
６
０
万
２
０
０
０
円

を
増
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

か
ら
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
億
７
７

１
１
万
円
と
す
る
も
の
。

●
平
成
27
年
度
白
馬
村
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

◎
農
政
課
関
係

＊
狩
猟
免
許
更
新
に
伴
う
13
名
分
の

経
費
20
万
６
０
０
０
円
。

＊
災
害
復
旧
工
事
費
（
単
独
）
本
年

度
３
月
ま
で
に
支
出
見
込
み
に
１
０

０
０
万
円
。

＊
災
害
復
旧
事
業
（
補
助
）
農
地
１

９
１
か
所
、
施
設
が
73
か
所
で
測
量

設
計
委
託
不
足
分
３
２
６
０
万
円
。

討
論今

年
度
の
工
事
に
せ
ず
、
来
年
度
、

文
化
庁
に
申
請
を
し
て
工
事
に
入
る

べ
き
で
あ
る
。

反
対
討
論

答
文
化
庁
で
は
防
護
柵
と
い
う

こ
と
で
認
め
ら
れ
る
が
、
今

年
度
の
申
請
は
終
わ
っ
て
お
り
、
村

の
文
化
財
等
災
害
復
旧
費
補
助
金
事

業
の
対
象
と
し
た
い
も
の
で
す
。

理
・
設
置
及
び
処
分
に
関
す
る
条
例

の
廃
止
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▽�

委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定

●
平
成
２７
年
度
白
馬
村
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

＊
収
益
的
支
出
１
３
０
万
７
０
０
０

円
を
追
加
し
３
億
64
万
６
０
０
０
円

と
し
資
本
的
支
出
１
３
０
万
７
０
０

０
円
を
追
加
１
億
１
５
５
８
万
７
０

０
０
円
と
す
る
も
の
。
収
益
的
支
出

は　

災
害
に
よ
る
台
帳
補
正
箇
所
増

に
よ
る
増
。
資
本
的
支
出　

人
件
費

の
減
額
と
、
災
害
復
旧
増
工
分
。

【田中榮一議員】
　近年多発してきている来村者と住民との種々のトラブ
ルの発生を受け、地域からは防止するために観光地とし
てのルールを明確にし、早急に規定することが強く要望
されていた。準備段階として、各区長や防犯指導員の方々

にアンケートを実施し、在住外国人の方の意見も参考に
してきている。世界に名を馳せる観光地として、住民や
来村者の安全と安心を提供することは求められる責務で
ある。

【伊藤まゆみ議員】
　現在当村にとって外国人観光客の増減は死活問題。迷
惑行為をするのは外国人、日本人を含め一部であるにも
かかわらず、外国人観光客の増加を理由づけにすることで、
誤解や不快感を与える可能性がある。外国人と特定する
ような表記は観光政策に馴染まない。

また、多様な価値観がある中、日本語で礼儀作法の意の
マナー、道徳の意であるモラルなど、個人の内面的もの
を「マナーの向上」や「モラルの遵守」と、条例の中に多用
することは避けるべきで、削除すべきと考える。

【津滝俊幸議員】
　以前から村民からの強い要望があり、今回行政側で作
られたものである。モラル、マナーという字句は、外国
から来る方と日本人の持つ感覚に違いがあるかもしれな
いが、条例は外国から来る方だけのためのものではない。

国内のお客様や住民に対しても、守っていくという観点
からの条例である。条例を先に制定して禁止条項等を外
国語に訳し、生活環境と美しい村に寄与する条例にすべき。

【加藤亮輔議員】
　今回の条例は、迷惑行為の防止と礼儀作法及び道徳観
の向上を謳った条文が両方入って、非常に紛らわしい文
章になっている。白馬の村民、観光客、そして事業者の方々

は、色々な迷惑行為を防止してほしいという観点から条
例制定の要望が出ている。迷惑行為の防止に特化した条
文を作成すべきだと思う。

美しい村と快適な環境を守る条例　討論

美しい村と快適な生活環境を守る条例に対する修正案の提案説明

原案賛成討論

修正案賛成討論

問答
堀
之
内
の
農
村
広
場
付
近
で

あ
る
。

災
害
復
旧
の
場
所
は

▽�

委
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
。

白馬村国民健康保険税条例の一部を改正する条例　討論

【加藤亮輔議員】
　この条例は、番号法に基づいた条例である。番号法の
中には、番号を「求めることができる」となっているが、
この保険税条例では、「提出せねばならない」と義務強制
の文言である。条例の中身そのものはいいが、新たに番
号を記載しなければならないとなっている箇所を、番号
法に沿った「求めることができる」規定に変えるべき。

【太田正治議員】
　番号法による番号は特定個人の情報に関連付けられ
ており、取扱いには十分な注意が必要である。番号法
は公正公平な社会の実現、国民の利便性の向上、行政
の効率化を目的に導入されるもので、国保税条例の減
免申請において記載を求めることは法の主旨に沿って
いる。記載のないものに対して不利益が生じないよう
にと、国から通達が来ており運用上の問題はない。

反対討論 賛成討論

エリアの一体化が滞在日数増加になるか
大町・小谷にシャトルバス延長
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海外からのお客様へ条例を周知するためのチラシ（左は日本語版）

件　　　　　　　　名 議決結果
村道路線に認定について（２路線の追加） 可決

反対：なし

白馬村個人番号の利用等に関する条例の制定について（個人番号を利用する業務の特定） 可決
反対：伊藤、加藤

美しい村と快適な生活環境を守る条例の制定について【修正案】（マナー、モラル等の字句の削除） 否決
賛成：伊藤、加藤

美しい村と快適な生活環境を守る条例の制定について（迷惑行為等の禁止事項を制定） 可決
反対：伊藤、加藤

白馬村病害虫防除基金の設置・管理及び処分に関する条例の廃止について（目的を達した基金を廃止） 可決　
反対：なし

白馬村税条例等の一部を改正する条例について（徴収猶予等の規定を整備） 可決
反対：伊藤、加藤

白馬村国民健康保険税条例の一部を改正する条例について（減免申請に個人番号を追加）

平成 27 年度白馬村一般会計補正予算（第 6 号）　（災害復旧単独工事分等の補正） 可決
反対：加藤、太田修、横田

平成 27 年度白馬村下水道事業特別会計補正予算（第 3 号）　（消費税、災害復旧事業等を補正） 可決
反対：なし

平成 27 年度白馬村水道事業会計補正予算（第 2 号）　（災害復旧関連経費等を補正）

追加議案
年金積立金は専ら被保険者の利益のための安全かつ確実な運用に関する意見書（総務社会委員会発議） 可決

反対：なし
介護労働者の処遇改善及び人員配置基準の改善を求める意見書（総務社会委員会発議）

提出者 住所 要　　旨 審査結果
日本労働組合総連合会長野県連合会

大北地区協議会　議長　山岸泰男 大町市 年金積立金の専ら被保険者の利益のための安全かつ確実な運
用に関する意見書の採択を求める陳情書

採択
反対：なし

長野県医療労働組合連合会
執行委員長　小林吟子 長野市 介護労働者の処遇改善及び人員配置基準の改善を求める陳情

● 1 2 月 定 例 会 　 議 決 結 果 ●

● 陳 情 等 文 書 ●
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村
 政を問う

安全で活力ある
　村づくりをめざして

一般質問 （紙面の都合上、質問者本人が要約し掲載しています）

質問内容
・税外負担の再検討を
・春と秋の誘客増加策は
・冬季国体を村民総参加で
・自転車利用者の誘客策は
・地域で安心・安全に生活するには
・支え合いセンターの建設数は
・自然環境保持のためにゾーニングを
・村長の行政姿勢について

未曾有の雪不足が白馬村経済を急襲

　2015－16スキーシ－ズンは、1月の中旬になっても、降雪量が非常に少なく、本村の基幹産
業である観光事業を直撃し、除雪事業にいたっては、2日間実施されたのみでした。この様な
状況の中で、本村の経済活動に重大な影響を及ぼす恐れがあると、村では1月8日付けで「白
馬村寡雪対策本部」を設置しました。
　対策本部は、①寡雪状況に伴う情報の収集②関係機関との連絡調整③住民及び村内事業所
に対する支援④寡雪状況対策の4項目です。また、白馬商工会・村内金融機関・県信用保証協
会でも、寡雪状況に伴う相談窓口が設置され、経営・金融相談が実施されています。
　12月27日～1月5日の年末年始のスキー場の入込は、134,000人と対前年84％で、これは近
年最低だった平成23年を下回ったと報道されており、白馬商工会が昨年暮れに行った、宿泊キャ
ンセル等のアンケート調査では宿泊被害などは相当額に昇るという事です。これは年末年始の
状況であり、1月の3連休も事態が改善されず、さらに被害額が拡大していると想定され、最
悪にはスキーシーズンの大幅な短縮も懸念されます。
　この状況を鑑み、議会でも現況把握に努め、住民及び村内事業所の要望等に対し、行政に
政策提言をしていきたいと思います。
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答 問問

問

問問

問

村
長

村
長

副
村
長

オーストラリアとの姉妹都市提携は

私
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
総
領

事
と
の
会
談
や
、

村
民
へ
は
概
要

版
を
作
成
し
て

同
計
画
を
管
理
す
る
観
光
経

営
会
議
と
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

今
回
の
災
害
で
こ
の
組
織
が

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
し

地
区
役
員
懇
談
会
で
も
問
題

提
起
さ
れ
た
区
も
あ
り
、
本

国
庫
補
助
金
な
ど
所
管
課
よ

り
請
求
可
能
な
概
算
払
い
を

税
外
負
担
金
の
徴
収
に
つ
い
て
再
検
討
を

区
未
加
入
者
も
含
め
、公
平
な
負
担
を
検
討

【
村
民
へ
の
税
外
負
担
金
に

つ
い
て
】

【
災
害
に
伴
う
財
政
運
営
つ

い
て
】

【
友
好
姉
妹
提
携
に
つ
い
て
】

【
観
光
地
経
営
計
画

に
つ
い
て
】

交
通
安
全
協
会
や
ス
キ
ー
選

手
育
成
会
な
ど
の
税
外
負
担

災
害
復
旧
に
伴
う
工
事
入
札

の
契
約
が
締
結
さ
れ
、
多
額

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
白
馬
村

の
友
好
の
絆
や
親
善
を
深
め

計
画
実
施
へ
向
け
た
実
効
性

と
予
算
付
け
は
。

計
画
の
村
民
へ

の
周
知
は
。

社
協
な
ど
の
福
祉
関
係
に
つ

い
て
の
募
金
は
ど
う
す
る
の

白
馬
村
民
と
同
大
使
館

関
係
者
と
の
間
で
も
同

様
の
話
題
が
あ
が
っ
て

お
り
、
高
校
生
同
士
の

交
流
な
ど
友
好
関
係
か

ら
始
め
る
よ
う
調
整
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

各
戸
配
布
し
、
説
明
会

や
意
見
交
換
の
場
を
設

け
る
予
定
で
す
。

を
推
進
す
る
チ
ー
ム
を
本
年
度
中
に

整
え
、
や
る
べ
き
事
と
そ
の
方
法
を

示
す
こ
と
で
、
計
画
か
ら
実
行
へ
途

切
れ
な
く
移
行
で
き
る
よ
う
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

た
。
組
織
の
目
的
を
村
民
へ
理
解
を

求
め
な
が
ら
広
く
募
金
活
動
を
し
た

い
で
す
。
今
後
具
体
策
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

年
度
か
ら
交
通
災
害
共
済
や
体
育
協

会
の
負
担
金
は
公
費
負
担
と
し
ま
し

た
。
自
主
団
体
の
活
動
費
を
す
べ
て

税
金
で
賄
う
こ
と
は
現
実
的
に
は
難

し
く
、
区
未
加
入
者
へ
は
、
広
報
や

チ
ラ
シ
に
よ
り
各
団
体
の
活
動
実
績

を
理
解
し
て
も
ら
い
な
が
ら
加
入
促

進
を
す
す
め
、
よ
り
公
平
な
負
担
を

し
て
頂
け
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

早
め
に
交
付
し
て
も
ら
え
よ
う
調
整

し
ま
す
。
村
債
は
完
了
し
た
事
業
か

ら
順
次
借
入
を
行
い
ま
す
。

る
た
め
に
、同
国
の
州
や
町
、地
域
と

友
好
姉
妹
提
携
を
結
ぶ
考
え
は
。

の
財
政
負
担
が
考
え
ら
れ
る
が
、
一

時
借
入
金
な
ど
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー

等
、
今
後
の
財
政
運
営
は
。

津滝俊幸議員

金
は
、
各
区
加
入
者
か
ら
の
徴
収
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
が
、
区
未
加
入
者

か
ら
の
徴
収
に
つ
い
て
は
。

村
長

村
長

か
。

総
務
課
長

観
光
課
長

一
時
借
入
は
、
平
成
28
年
３

月
ぐ
ら
い
に
最
大
借
入
金
を

財
源
に
つ
い
て
は
、
具
体
的

に
は
計
画
の
中
で
は
考
え
て

12
億
５
千
万
円
と
見
込
ん
で
い
ま

す
。

い
ま
せ
ん
。
今
後
、
補
助
金
や
特
別

税
、
あ
る
い
は
民
間
活
用
の
資
金
な

ど
、
一
般
財
源
に
頼
ら
な
い
方
法
も

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

村
長

問
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答 問問

問

問

問

観
光
課
長

この風景を守りたい

経
営
計
画
で
も
そ
う
い
っ
た

資
源
の
掘
り
起
こ
し
が
重
要

来
年
度
、
土
地
を
取
得
し
て

い
き
た
い
で
す
。
地
元
、県
、

総
合
戦
略
に
、
道
の
駅
建
設

の
中
に
総
合
観
光
情
報
発
信

一
般
会
計
予
算
を
ざ
っ
く
り

わ
か
る
、
通
称
「
ざ
っ
く
り

提
案
は
駐
車
場
等
の
問
題
が

あ
る
が
、
前
向
き
に
検
討
し

山
岳
景
観
の
魅
力
向
上
と
魅

力
的
滞
在
空
間
作
り
、
宿
泊

地
域
お
こ
し
か
ら
も
、
実
現

で
き
る
か
模
索
し
て
い
き
た

春
と
秋
の
誘
客
増
加
策
は

食
・
歴
史
文
化
等
、滞
在
す
る
価
値
の
向
上

【
村
づ
く
り（
第
５
次
総
合
計

画
・
総
合
戦
略
・
観
光
地
経

営
計
画
）に
つ
い
て
】

春
と
秋
の
誘
客
増
加
策
と
し

て
、
観
光
地
経
営
計
画
は
何

佐
野
坂
、
岩
岳
ス
キ
ー
場
の

山
地
を
使
っ
て
、春
に
山
菜
、

昨
年
、文
化
財
大
宮
城
址
が

破
損
し
、山
城
が
再
認
識
さ

予
算
の
内
容
を「
広
報
は
く

ば
」で
概
要
説
明
し
て
い
る

早
急
に
お
客
様
と
直
接
対
話

で
き
る
場
所
に
移
動
す
べ
き
。

観
光
局
の
移
転
に
つ
い
て
ど

の
様
に
考
え
て
い
る
か
。

塩
島
の
大
き
な
断
層
跡
を
、

保
存
す
る
考
え
は
。

新
緑
と
水
田
に
投
影
さ
れ
た

残
雪
の
山
並
み
、
黄
金
色
に

と
う
た
っ
て
い
ま
す
。

国
の
指
定
を
得
る
等
、
時
間
は
か
か

る
が
前
向
き
に
進
め
ま
す
。

基
地
機
能
を
備
え
る
と
し
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
は
現
在
の
場
所
と
考
え
て

い
ま
す
。

さ
ん
」
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
で
公
表
し
て

い
ま
す
。
分
か
り
や
す
い
よ
う
努
力

し
ま
す
が
、
冊
子
を
作
成
し
全
戸
配

布
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

ま
す
。

施
設
と
ス
キ
ー
場
の
再
活
性
化
、
誰

で
も
安
心
し
て
訪
れ
滞
在
で
き
る
環

境
整
備
、
食
や
温
泉
、
歴
史
・
文
化
・

芸
術
等
、
滞
在
す
る
価
値
に
取
り
組

み
ま
す
。

い
で
す
。
食
材
が
市
場
に
つ
な
が
る

事
は
観
光
に
と
っ
て
も
重
要
で
す
。

れ
た
。村
に
は
塩
島
城
址
、一
夜
山
等
、

21
の
山
城
が
あ
り
、貴
重
で
歴
史
マ

ニ
ア
に
も
魅
力
的
な
対
象
物
だ
。観

光
資
源
に
活
用
は
。

が
、予
算
は
一
年
間
、ど
ん
な
仕
事
を

す
る
か
、事
業
内
容
、金
の
使
い
道
を

示
す
物
。村
民
に
説
明
責
任
を
果
た

し
て
い
な
い
。村
民
に
よ
っ
て
関
心

白
馬
駅
前
に
歴
史
的
価
値
の
あ
る
建

築
物
が
空
き
家
で
、そ
こ
に
局
が
移

秋
に
キ
ノ
コ
を
栽
培
し
、摘
み
取
り
、

現
地
で
食
べ
る
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
体
験

を
。
軌
道
に
乗
れ
ば
道
の
駅
で
販
売

も
。

加藤亮輔議員

か
ら
始
め
る
か
。

村
長

観
光
課
長

輝
く
里
と
紅
葉
の
山
々
、
白
馬
が
魅

力
的
な
季
節
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ

の
景
観
を
守
る
た
め
に
は
、
水
田
、

畑
の
維
持
が
重
要
。
農
業
就
業
者
65

農
政
課
長
圃
場
整
備
は
国
が
農
業
競
争

力
基
盤
整
備
事
業
と
し
て
行

い
、
数
年
は
続
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

農
家
の
負
担
は
求
め
な
い
事
を
前
提

に
し
て
い
ま
す
。
先
日
、
深
空
、
八

方
口
、
瑞
穗
区
の
農
家
に
ア
ン
ケ
ー

ト
取
っ
て
い
ま
す
。
国
の
方
針
が
崩

れ
れ
ば
難
し
く
な
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
。

歳
以
上
の
高
齢
化
率
78
％
、
耕
作
面

積
の
35
％
が
家
族
耕
作
。
今
後
、
や

り
づ
ら
い
所
、
高
齢
の
進
行
、
農
機

具
の
損
壊
で
放
棄
地
が
拡
大
す
る
。

今
、
圃
場
整
備
が
話
し
合
わ
れ
て
い

る
深
空
・
瑞
穂
、
ま
ぐ
ろ
道
付
近
、

新
田
地
域
に
つ
い
て
は
、
農
家
へ
の

負
担
金
な
し
の
事
業
を
こ
れ
か
ら
も

継
続
で
き
る
か
。

問教
育
課
長

村
長

村
長

副
村
長

問問

転
す
れ
ば
、観
光
客
に
も
魅
力
的
な

建
物
で
あ
り
、人
の
流
れ
も
変
わ
り
、

文
化
観
も
上
が
る
が
。

問

事
が
違
う
の
で
、一
部
で
な
く
、全
事

業
を
網
羅
し
た
、分
か
り
や
す
い
予

算
書
の
冊
子
を
作
成
し
、全
世
帯
に

配
布
を
。
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答 問問問

問村
長

問

問

問

鹿島槍カクネ里　11月1日　大遠見にて

災
害
対
策
基
本
法
の
改
正

や
、
気
象
業
務
法
の
改
正
に

地
域
の
実
状
把
握
、
国
や
県

の
動
向
な
ど
を
十
分
に
研
究

対
象
者
８
５
８
名
に
対
し
受

診
者
は
１
０
６
名
で
、
受
診

若
い
方
が
、
思
い
の
ほ
か
健

康
管
理
に
気
を
配
ら
れ
て
い

復
興
を
目
指
す
元
気
な
白
馬

村
を
発
信
し
て
い
き
た
い
と

県
で
は
、
こ
の
条
例
の
モ
デ

ル
に
つ
い
て
、
県
民
と
の
意

こ
の
問
題
は
、
今
後
も
取
り

扱
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
と
考

冬
季
国
体
を
震
災
復
興
大
会
と
位
置
付
け
は

元
気
な
白
馬
村
を
全
国
に
発
信
し
ま
す

【
平
成
28
年
度
国
体
冬
季
ス

キ
ー
競
技
会
に
つ
い
て
】

【
青
少
年
育
成
に
つ
い
て
】

【
白
馬
村
地
域
防
災
計
画
に

つ
い
て
】

【
特
定
健
診
に
つ
い
て
】

大
会
を
震
災
復
興
競
技
会
と

位
置
づ
け
、
村
民
総
参
加
で

長
野
県
が
制
定
し
よ
う
と
し

て
い
る
性
問
題
の
条
例
に
つ

「
ネ
ッ
ト
・
こ
こ
が
心
配　

～
今
、
大
人
が
で
き
る
こ
と

策
定
に
あ
た
り
、
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
会
社
に
助
言
を
求
め

健
診
結
果
か
ら
読
み
取
れ
る

も
の
は
。

今
年
度
初
め
て
実
施
さ
れ
た

若
年
層
の
特
定
健
診
の
受
診

28
年
度
に
新
た
な
地
域
防
災

計
画
を
策
定
予
定
と
聞
く

よ
る
特
別
警
報
の
新
設
、
長
野
県
の

地
域
防
災
計
画
と
の
整
合
性
を
図
る

す
る
な
ど
、
相
当
の
事
務
量
に
な
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
地
域
の
声

が
尊
重
さ
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
も
検

討
し
つ
つ
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社

へ
の
業
務
委
託
に
よ
っ
て
、
計
画
の

見
直
し
作
業
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

率
は
12
・
４
％
と
な
り
ま
し
た
。
男

性
の
受
診
率
は
10
・
６
％
、
女
性
は

14
・
１
％
で
し
た
。

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
早
期
か

ら
年
に
１
回
は
健
診
を
受
け
る
と
い

う
習
慣
を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
き
、

将
来
的
に
特
定
健
診
の
受
診
率
向
上

に
つ
な
が
っ
て
い
け
ば
と
期
待
し
て

い
ま
す
。

考
え
て
お
り
、
大
会
大
成
功
に
向
け

て
全
村
で
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

見
交
換
会
を
実
施
し
総
合
的
判
断
す

る
と
い
う
こ
と
で
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
村
と
し
て
も
県
の
判
断
を
注
視

し
、
必
要
な
事
項
が
あ
れ
ば
決
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

え
て
い
ま
す
。
青
少
年
村
民
会
議
の

理
事
会
や
学
校
と
も
相
談
し
な
が

ら
、
講
演
の
実
施
に
向
け
て
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

～
」
と
題
し
た
10
月
開
催
さ
れ
た
青

少
年
村
民
大
会
に
お
け
る
記
念
講
演

が
好
評
で
あ
っ
た
。
参
加
者
が
少
な

く
、
再
度
企
画
さ
れ
た
ら
ど
う
か
。

る
の
か
。

率
は
。

が
、
現
在
ま
で
の
準
備
状
況
は
。

田中榮一議員

選
手
役
員
を
お
迎
え
し
た
ら
と
思
う

が
。

い
て
、
村
長
の
考
え
は
。

村
長

村
長

教
育
長問

な
ど
、
大
き
な
規
模
の
改
正
が
必
要

に
な
っ
て
き
ま
す
。
避
難
所
に
つ
い

て
も
長
野
県
か
ら
土
砂
災
害
防
止
法

に
基
づ
く
地
滑
り
警
戒
区
域
の
指
定

が
さ
れ
た
こ
と
で
、「
地
滑
り
」
の

危
険
が
あ
る
区
域
の
見
直
し
が
必
要

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
今
回
の
震

災
の
教
訓
や
検
証
と
と
も
に
、
白
馬

村
の
特
性
を
加
味
し
た
内
容
の
見
直

し
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。

村
長

村
長

村
長
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答 問問

問問 問問

問

問

問問

問 問

問問

問問問

マウンテンバイク大会スタート

29
年
度
の
デ
ィ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
注
）

農
地
は
１
９
１
工
区
中
90
工

区
47
％
が
完
了
ま
た
は
着
手

要
望
も
聞
い
て
い
ま
す
の
で

予
算
編
成
の
中
で
検
討
し
て

ド
ラ
イ

バ
ー
の
拘

付
添
人
の
同
乗
を
認
め
て
い

る
ほ
か
、
移
動
支
援
制
度
を

自
立
支
援
サ
ー
ビ
ス
給
付
時

に
は
相
談
支
援
専
門
員
に
よ

土
日
休
み
が
課
題
で
あ
る
こ

と
は
承
知
し
て
い
ま
す
。
検

対
応
し
、
掲
載
し
ま
す
。

村
内
に
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業

所
は
な
く
、
実
態
把
握
と
適

緊
急
一
時
入
所
と
あ
わ
せ
、

関
係
機
関
と
検
討
し
て
い
き

昭
和
54
年
建
設
当
時
か
ら

デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
式
自

大
き
な
可
能
性
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
民
間
の
動
き

実
態
把
握
に
つ
と
め
、
適
正

な
利
用
に
つ
い
て
の
指
導
等

先
進
自
治
体
を
参
考
に
、
実

情
に
応
じ
た
導
入
を
広
い
視

堀
之
内
地
区
に
７
棟
14
戸
、

三
日
市
場
地
区
に
２
棟
３

平
成
28
年
度
か
ら
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

通
年
観
光
め
ざ
し
た
自
転
車
に
よ
る
施
策
は

広
域
と
し
て
積
極
的
に
取
組
み
を
進
め
ま
す

【
観
光
に
つ
い
て
】

【
震
災
復
興
と
災
害
時
の
体

制
に
つ
い
て
】

【
移
動
の
支
援

に
つ
い
て
】

オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
型
観
光
へ

の
取
り
組
み
と
し
て
、
自
転

オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
型
観
光
へ

の
取
り
組
み
と
し
て
、
自
転

公
営
住
宅
計
画
内
容
と
説
明

会
開
催
の
予
定
は
。

民
泊
に
つ
い
て
村
内
の
状
況

は
。

観
光
税（
仮
称
）の
導
入
の
可

能
性
は
。

次
年
度
か
ら
始
ま
る
国
民
の

祝
日「
山
の
日
」を
契
機
と
し

農
地
の
復
旧
状
況
は
。
来
年

度
継
続
し
て
被
災
農
地
へ
の

福
祉
輸
送

サ
ー
ビ
ス

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
や
希
望
者

等
の
当
事
者
の
意
見
の
反
映

障
が
い
者
サ
ー
ビ
ス
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

デ
マ
ン
ド
バ
ス
等
の
土
日
運

行
を
検
討
し
て
は
。

移
動
の
ほ

か
代
読
・

１
人
で
の
移
動
が
困
難
な
障

が
い
者
等
の
デ
マ
ン
ド
バ
ス

住
宅
修
繕
工
事
補
助
金
の
来

年
度
へ
の
継
続
予
定
は
。

災
害
時
の
福
祉
避
難
所
の
指

定
が
必
要
で
は
。

災
害
時
の
役
場
庁
舎
の
非
常

用
電
源
の
確
保
の
状
況
は
。

に
向
け
た
情
報
発
信
と
あ
わ
せ
、
登

山
道
整
備
、
天
狗
山
荘
ト
イ
レ
改
修

な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

中
で
、
来
春
営
農
再
開
で
き
る
の
は

４
～
５
割
と
予
想
し
て
い
ま
す
。
補

助
金
は
状
況
に
応
じ
て
検
討
し
ま

す
。

い
き
ま
す
。

束
時
間
や
車
両
や

運
転
手
確
保
等
の

課
題
も
あ
り
、
検

討
し
て
い
き
ま

す
。

併
用
し
て
利
用
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

る
聞
き
取
り
で
ニ
ー
ズ
把
握
し
て
い

ま
す
。
移
動
サ
ー
ビ
ス
は
国
や
県
の

動
向
に
も
留
意
し
て
い
き
ま
す
。

討
し
て
い
き
ま
す
。

正
利
用
の
指
導
等
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

た
い
と
思
い
ま
す
。

家
発
電
装
置
が
あ
り
、
約
３
時
間
程

度
の
運
転
が
可
能
で
す
。

も
注
視
し
な
が
ら
広
域
と
し
て
の
取

り
組
み
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

点
か
ら
調
査
・
研
究
し
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

戸
、
白
馬
町
に
１
棟
１
戸
分
の
計
画

で
す
。
被
災
者
説
明
会
は
12
月
22
日

に
行
い
ま
す
。

補
償
の
考
え
は
。

の
範
囲
を
、
大
北

圏
域
外
に
広
げ
る

こ
と
へ
の
検
討

は
。

が
大
事
だ
が
、
状
況
は
。

掲
載
し
て
は
。

代
筆
サ
ー
ビ
ス
の

あ
る
同
行
援
護
の
提
供
状
況
は
。

利
用
時
の
対
応
状
況
は
。

篠﨑久美子議員

車
利
用
者
の
誘
致
策
は
。

車
利
用
者
の
誘
致
策
は
。

た
山
岳
観
光
へ
の
取
り
組
み
予
定
は
。

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

健
康
福
祉

課
　
長

健
康
福
祉

課
　
長

村
長

村
長

村
長

村
長

ディスティネーションキャンペーン（注）：JRグループ旅客 6社と指定された自治体、地元の観光事業者等が協働で実施する大型観光キャンペーン
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答 問問

問

問問

問

問

問問

問

問

問

防災無線　屋外子局

平
成
４
年
に
運
用
を
開

始
し
、
12
月
１
日
現
在

家
電
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
・
パ
ソ

コ
ン
・
テ
レ
ビ
な
ど
の
影
響

３
月
13
日
に
第
１
回
検
討
委

員
会
を
開
催
し
６
月
30
日
に

８
月
27
日
に
ウ
イ
ン
グ
21
に

て
全
村
対
象
と
し
た
説
明
会

回
収
結
果
は
３
６
０
０
枚
配

布
に
対
し
、
約
60
枚
の
ア
ン

年
度
内
に
検
討
結
果
を
ま
と

め
て
報
告
の
予
定
で
す
。

窓
際
に
設
置
し
て
い
た
だ
く

ほ
か
、
他
の
家
電
と
離
し
て

村
内
36
ヵ
所
に
設
置
し
て
あ

り
ま
す
。

「
地
域
の
絆
」
の
重
要
さ
を

改
め
て
確
認
し
た
と
こ
ろ
で

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
進
展
か
ら

今
後
も
増
加
す
る
で
あ
ろ
う

住
民
課
の
転
入
窓
口
に
「
く

ら
し
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を

地
域
で
安
心
・
安
全
に
生
活
す
る
に
は

区
の
維
持
・
活
性
化
に
は
全
力
で
取
り
組
む

【
行
政
区
未
加
入
問
題
に
つ

い
て
】

【
防
災
無
線
に
つ
い
て
】

【
共
同
調
理
場
建
設
事
業
に

つ
い
て
】

昨
年
の
神
城
断
層
地
震
を
経

験
し「
地
域
の
絆
」は
大
切
で

共
同
調
理
場
及
び
学
校
給
食

施
設
更
新
の
検
討
経
過
、
及

全
村
対
象
と
し
た
説
明
資
料

の
配
布
と
ア
ン
ケ
ー
ト
の
意

検
討
委
員
会
の
今
後
の
予
定

は
。

屋
外
子
局
数
は
。

外
国
人
居
住
者
と
の
懇
談
会

は
。

戸
別
受
信
機
の
聞
こ
え
が
悪

い
理
由
は
。

受
信
を
良
く
す
る
に
は
。

住
民
へ
の
説
明
会
は
。

防
災
無
線
の
戸
別
受
信
機
数

は
。

転
入
者
へ
の
対
応
は
。

２
１
５
０
台
の
戸
別
受
信
機
が
、
村

内
の
家
庭
や
事
業
所
に
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。

や
、
ま
た
、
夏
は
木
々
に
よ
り
受
信

状
況
が
悪
化
す
る
と
い
っ
た
こ
と
は

把
握
し
て
い
ま
す
。

第
２
回
目
の
委
員
会
を
開
催
し
７
月

15
日
に
東
御
市
北
御
牧
給
食
セ
ン

タ
ー
の
先
進
地
視
察
を
行
い
施
設
更

新
に
よ
る
方
式
別
経
費
比
較
を
協
議

し
ま
し
た
。
村
及
び
教
育
委
員
会
の

方
針
と
し
て
は
、
村
の
未
来
を
担
う

子
供
た
ち
に
対
し
て
「
平
等
な
教
育

環
境
の
享
受
と
平
等
な
子
育
て
環
境

の
提
供
」
を
念
頭
に
、
施
設
の
更
新

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

を
開
催
し
ま
し
た
が
、
参
加
者
が
少

な
く
周
知
不
足
で
あ
っ
た
と
反
省
し

て
い
ま
す
。
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
南
小

学
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
も
説
明
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

ケ
ー
ト
回
収
を
い
た
だ
き
回
収
率

１
・６
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

設
置
す
る
な
ど
の
工
夫
も
必
要
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
改
善
さ
れ
な

い
場
合
に
は
、
個
人
に
よ
る
費
用
負

担
が
生
じ
ま
す
が
、
ア
ン
テ
ナ
の
設

置
を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
。

す
。
地
域
の
絆
を
形
に
し
た
も
の
が

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
行
政
区
で

す
の
で
、
村
と
し
て
も
行
政
区
の
維

持
・
活
性
化
に
は
全
力
で
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

外
国
人
居
住
者
の
皆
さ
ん
と
は
、
白

馬
村
発
展
の
た
め
に
共
に
協
力
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
に
も
11
月
18
日
に
開
催
し
ま
し

た
外
国
人
と
の
懇
談
会
の
よ
う
に
、

外
国
人
の
方
と
地
域
の
日
本
人
が
交

流
で
き
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

し
、
お
互
い
を
知
る
こ
と
に
よ
り
、

外
国
人
の
方
の
行
政
区
の
加
入
へ
つ

な
げ
る
よ
う
取
り
組
み
を
進
め
た
い

と
思
い
ま
す
。

置
き
、
転
入
者
に
対
し
て
配
布
の
う 太田正治議員

あ
る
が
、
未
加
入
者
が
多
い
地
域
の

解
消
は
。

び
方
針
は
。

見
収
集
は
。

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

村
長

村
長

え
、
各
行
政
区
に
つ
い
て
紹
介
し
、

行
政
区
へ
の
加
入
を
お
願
い
し
た

り
、
外
国
人
転
入
者
に
つ
い
て
も
、

行
政
区
を
説
明
し
て
い
る
英
語
版
の

「
生
活
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
作
成
配

布
す
る
な
ど
、
行
政
区
へ
の
加
入
促

進
策
を
進
め
て
い
ま
す
。
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答 問問

問

問

問

問

問

栄村の復興住宅

国
に
協
議
書
を
提
出
し
ま
し

た
が
、
三
日
市
場
の
内
示
は

予
算
編
成
作
業
を
開
始
し
た

ば
か
り
で
、
最
優
先
事
業
は

施
設
の
老
朽
化
が
進
み
多
額

な
維
持
費
が
掛
か
る
状
況
で

村
の
建
設
課
を
経
由
し
県
及

び
民
間
検
査
機
関
が
実
施
、

一
定
要
件
を
超
え
る
場
合
に

は
、
県
の
景
観
条
例
に
伴
う

ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
は
、
地
域

資
源
の
活
用
の
中
に
は
地
域

概
算
で
補
助
対
象
事
業
は
約

５
億
４
０
０
０
万
円
、
う
ち

支
え
合
い
セ
ン
タ
ー
建
築
数
と
進
捗
状
況
は

堀
之
内
１
施
設
で
完
成
は
来
年
３
月
の
予
定

【
復
旧
・
復
興
事
業
の
進
捗

状
況
等
に
つ
い
て
】

【
平
成
28
年
度
の
重
点
事
業

と
予
算
編
成
等
に
つ
い
て
】

堀
之
内
、
三
日
市
場
の
高
齢

者
支
え
合
い
セ
ン
タ
ー
の
進

第
５
次
総
合
計
画
の
村
民
ア

ン
ケ
ー
ト
内
容
と
関
連
す
る

新
築
や
増
改
築
等
に
伴
う
建

築
確
認
と
景
観
等
へ
の
指
導

公
共
施
設
の
維
持
管
理
費
と

財
源
確
保
策
は
。

平
成
28
年
度
の
最
優
先
事
業

と
予
算
編
成
は
。

復
興
住
宅
の
建
設
財
源
は
。

な
く
、
堀
之
内
地
区
の
１
施
設
の
み

で
し
た
。進
捗
状
況
は
建
方
を
行
い
、

現
在
、
外
壁
の
下
地
作
業
中
で
、
完

成
は
来
年
の
３
月
末
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

震
災
復
興
事
業
で
、
具
体
的
事
業
で

は
村
営
住
宅
の
建
設
や
被
災
者
の
住

宅
建
築
資
金
に
係
る
利
子
補
給
の
支

援
、
被
災
農
業
者
の
支
援
な
ど
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
震
災
体
験
を
生
か

し
た
防
災
計
画
の
見
直
し
や
、
平
成

す
。
費
用
は
利
用
料
を
充
て
て
い
ま

す
が
、
多
く
は
一
般
財
源
で
対
応
し

ま
す
。
平
成
28
年
度
に
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
を
策
定
す
る
予
定
で

す
。施
設
の
現
状
や
将
来
を
見
通
し
、

総
合
的
か
つ
計
画
的
な
管
理
基
本
方

針
と
、
施
設
類
型
ご
と
の
更
新
費
用

の
見
込
み
額
の
算
出
を
行
い
、
面
積

縮
減
等
の
方
策
な
ど
具
体
的
に
策
定

す
る
こ
と
で
、
管
理
コ
ス
ト
の
削
減

に
努
め
ま
す
。

申
請
者
か
ら
の
建
築
確
認
を
法
に
基

づ
き
事
前
に
審
査
を
行
い
、
建
築
士

と
白
馬
・
小
谷
村
か
ら
各
１
名
で
、

違
法
防
止
に
向
け
た
「
建
築
パ
ト

ロ
ー
ル
」
を
月
１
回
実
施
し
、
表
示

の
不
備
や
大
規
模
改
築
の
構
造
等
を

確
認
し
て
い
ま
す
。

届
け
出
が
必
要
で
、
総
務
課
で
形
態

や
色
彩
等
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

に
お
け
る
人
材
活
用
や
、
恵
ま
れ
た

自
然
環
境
、
水
や
空
気
の
き
れ
い
な

村
を
念
頭
に
考
え
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ

国
庫
補
助
金
は
補
助
対
象
事
業
費

の
１
／
２
以
内
の
規
定
に
よ
り
約 太田　修議員

捗
状
況
は
。

総
合
戦
略
・
観
光
地
経
営
計
画
と
の

整
合
性
は
。

は
。

村
長

村
長

村
長

教
育
課
長

総
務
課
長

村
長

村
長

２
億
６
８
０
０
万
円
、
県
の
上
乗
せ

分
が
１
／
６
、
約
５
９
０
０
万
円

が
加
算
さ
れ
、
村
の
負
担
分
は
約

２
億
１
０
０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。
村
負
担
分
は
全
額
、
公
営
住

宅
建
設
事
業
債
を
充
当
す
る
予
定

で
す
が
、
起
債
へ
の
交
付
税
措
置
は

あ
り
ま
せ
ん
。
補
助
対
象
外
費
用

で
は
、
上
下
水
道
か
ら
の
引
き
込

み
工
事
や
上
水
道
加
入
金
等
が
あ

り
、
約
１
０
０
０
万
円
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。
村
の
概
算
負
担
総
額
は

２
億
２
０
０
０
万
円
の
見
込
み
と
な

り
ま
す
。

29
年
２
月
開
催
の
冬
季
国
民
体
育
大

会
に
取
り
組
み
ま
す
。

ル
ギ
ー
や
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活

用
、
焼
却
ご
み
の
削
減
、
リ
サ
イ
ク

ル
化
の
促
進
等
の
施
策
の
展
開
を
盛

り
込
ん
で
い
ま
す
。
整
合
性
の
部
分

で
は
総
合
計
画
や
、
総
合
戦
略
は

計
画
審
議
会
に
公
募
委
員
も
入
り
議

論
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
観
光
地

経
営
計
画
の
策
定
委
員
に
観
光
局
長

を
は
じ
め
６
名
の
方
が
入
り
、
整
合

性
に
配
慮
し
て
策
定
を
進
め
て
い
ま

す
。
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問

問

問

問

厳しい土地利用誘導方針が、『財産である美しい田園風景維持を可能にしている』
と評価された松川村（松川村土地利用調整基本計画施設用途表より抜粋）

建
設
の
可
否
を
問
う
村
民
ア

ン
ケ
ー
ト
と
い
う
、
民
主
的

雄
大
な
ア
ル
プ
ス
の
も
と
に

広
が
る
田
園
風
景
は
ど
こ
に

乱
開
発
は
防
ぐ
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
い
っ

こ
れ
ま
で
の
様
々
な
計
画
は

計
画
倒
れ
に
な
っ
て
い
る
と

開
発
基
本
条
例
が
制
定
さ
れ

る
前
か
ら
の
経
過
も
あ
り
、

平
成
10
年
代
初
め
に
、
都
市

計
画
法
に
基
づ
く
用
途
別

自
然
環
境
保
持
の
た
め
に
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を

用
途
別
ゾ
ー
ニ
ン
グ
は
消
滅
し
た
経
緯
が

【
環
境
・
景
観
に
つ
い
て
】

【
総
合
戦
略
・
観
光
地
経
営

計
画
・
総
合
計
画
・
住
民
参

加
に
つ
い
て
】

住
民
グ
ル
ー
プ
は
活
断
層
を

理
由
に
飯
森
地
区
焼
却
施
設

農
地
を
含
め
、
乱
開
発
を
防

ぎ
良
好
な
自
然
環
境
を
保
つ

ド
イ
ツ
の
脱
原
発
を
勧
告
し

た
倫
理
委
員
会
や
長
野
市
の

観
光
地
経
営
計
画
の
第
一
回

の
策
定
委
員
会
で
は
、「
何

開
発
と
規
制
に
関
し
、
規
制

を
緩
め
大
型
投
資
を
誘
引
す

農
地
の
あ
る
景
観
が
、
こ
の

村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
観
光

に
行
わ
れ
た
手
続
き
に
よ
っ
て
既
に

撤
回
さ
れ
た
事
業
計
画
を
、
今
こ
の

段
階
で
昨
年
発
生
し
た
地
震
と
結
び

つ
け
て
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

も
優
る
景
色
、
観
光
資
源
で
、
そ
の

維
持
に
は
農
地
の
遊
休
化
・
荒
廃
化

を
食
い
止
め
る
べ
く
、
受
け
手
と
な

る
認
定
農
業
者
の
育
成
と
支
援
策
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
転
用
に
つ

い
て
は
慎
重
に
対
処
し
て
参
り
ま

す
。

た
観
光
地
を
目
指
す
か
に
つ
い
て

は
、
地
域
や
関
係
者
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
検
討
を
進
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

の
指
摘
と
捉
え
、
観
光
地
経
営
計
画

全
体
の
進
捗
管
理
を
行
う
「
白
馬
村

観
光
地
経
営
会
議
」、
事
業
推
進
主

体
の「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
チ
ー
ム
」

を
組
織
し
、
管
理
・
推
進
す
る
こ
と

も
計
画
の
中
で
言
及
し
て
い
ま
す
。

審
議
会
で
は
関
係
者
の
意
見
を
聞
く

こ
と
も
必
要
で
あ
る
と
の
認
識
か
ら

で
す
。

ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
計
画
し
た
が
、
厳
し

い
と
い
う
こ
と
で
自
動
消
滅
し
た
経

緯
が
あ
り
ま
す
。
景
観
に
基
づ
く

ゾ
ー
ニ
ン
グ
は
エ
リ
ア
ご
と
に
ま
だ

残
っ
て
い
ま
す
。

伊藤まゆみ議員

建
設
を
反
対
し
て
い
た
。
下
川
村
長

も
含
め
、
議
会
も
積
極
的
に
推
進
し

て
い
た
。
昨
年
そ
の
反
対
理
由
だ
っ

た
断
層
地
震
を
経
験
し
た
が
、
改
め

て
住
民
が
当
時
訴
え
て
い
た
こ
と
の

意
義
を
ど
う
考
え
る
か
。

た
め
に
池
田
町
や
松
川
村
、
原
村
は

ゾ
ー
ニ
ン
グ（
注
）と
い
う
手
法
を

取
っ
て
い
る
。
当
村
も
ゾ
ー
ニ
ン
グ

の
必
要
性
が
あ
る
と
思
う
が
。

環
境
審
議
会
に
も
、
利
害
関
係
者
は

委
員
と
し
て
入
っ
て
い
な
い
。
用
地

売
買
や
建
設
に
関
わ
る
業
者
を
委
員

と
し
て
任
命
す
べ
き
で
な
い
と
考
え

る
が
。

度
も
同
じ
こ
と
を
や
っ
て
い
る
」と

い
っ
た
、
計
画
そ
の
も
の
に
懐
疑
的
、

否
定
的
と
も
い
え
る
意
見
が
あ
っ
た
。

そ
ん
な
意
見
を
払
拭
で
き
る
内
容
に

な
っ
た
と
思
わ
れ
る
か
。

に
と
っ
て
唯
一
無
二
の
観
光
資
源
で

村
長

村
長

村
長

村
長

副
村
長

副
村
長

あ
る
と
の
お
考
え
か
。
ま
た
観
光
資

源
と
し
て
の
農
地
の
景
観
維
持
を
ど

の
よ
う
に
推
し
進
め
て
い
く
予
定
か
。

問

る
か
、
あ
る
い
は
友
好
都
市
で
あ
る

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
レ
ッ
ヒ
の
よ
う
な

環
境
・
景
観
を
大
切
に
し
た
観
光
地

を
目
指
す
の
か
、
今
後
の
白
馬
の
方

向
性
は
。

ゾーニング（注）：都市計画において、用途地域制をはじめとする地域地区によって土地利用を面的に規制していく行為
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答 問問問

白馬村総合戦略が決まりました

今
後
の
本
格
的
な
人
口
減
少

社
会
を
見
据
え
、
将
来
に
向

白
馬
高
校
存
続
の
関
係
で
島

根
県
海
士
町
と
関
係
し
て
い

当
初
予
算
に
盛
り
込
ま
れ
て

お
り
そ
の
必
要
は
な
い
と
考

白
馬
高
校
に
対
し
て
、
選
挙

や
政
治
の
仕
組
み
に
つ
い
て

全
国
的
な
啓
発
活
動
を
周
知

す
る
た
め
に
、
総
務
省
ホ
ー

今
年
の
地
区
役
員
懇
談
会
は

私
が
指
示
を
出
し
ま
し
た
。

私
と
副
村
長
で
す
。

職
員
に
は
常
に
ア
ン
テ
ナ
を

高
く
し
、
業
務
に
対
し
て
積

総
合
計
画
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
契
約
経
緯
は

海あ
ま
ち
ょ
う

士
町
と
関
係
し
て
い
る
方
か
ら
の
紹
介

【
村
長
の
行
政
姿
勢
に
つ
い

て
】

【
公
職
選
挙
法
改
正
に
つ
い

て
】

第
５
次
総
合
計
画
が
策
定
中

で
あ
り
、
各
施
策
の
具
体
化

議
会
へ
の
説
明
が
、
８
月
20

日
の
契
約
か
ら
、
議
会
か
ら

地
区
役
員
懇
談
会
で
、
１
地

区
ご
と
の
懇
談
は
評
価
す
る

高
校
生
以
外
の
新
た
な
有
権

者
に
対
し
て
の
対
応
は
。

選
挙
権
年
齢
が「
満
20
歳
以

上
」か
ら「
満
18
歳
以
上
」に

総
合
計
画
・
戦
略
の
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
契
約
の
経
緯
は
。

東
京
の
５
月
の
打
合
せ
は
誰

が
行
っ
た
の
か
。

施
策
実
現
に
向
け
て
の
ス

ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
の
手
法
は
。

け
持
続
可
能
で
、
か
つ
新
し
い
魅
力

と
活
力
に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
む
た
め
の
予
算
編
成
と
し
て
い

ま
す
。

る
方
か
ら
の
紹
介
を
受
け
、
５
月
下

旬
に
株
式
会
社
ス
タ
ジ
オ
Ｌ
の
担
当

者
と
東
京
で
打
合
せ
を
行
い
ま
し

た
。
同
社
の
実
績
、
取
り
組
み
を
確

認
し
た
上
で
、
総
合
計
画
・
戦
略
の

策
定
に
同
社
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し

た
い
旨
を
依
頼
し
、
同
社
か
ら
も
村

の
現
状
を
確
認
し
た
い
と
の
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。
６
月
中
旬
に
担
当
者

が
来
村
し
、策
定
支
援
方
法
を
企
画
・

検
討
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
７
月
に

ス
タ
ジ
オ
Ｌ
か
ら
同
社
の
こ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
を
活
か
し
た
企
画
・
提

案
が
あ
り
、
８
月
20
日
付
で
委
託
契

約
を
締
結
し
ま
し
た
。

え
て
い
ま
し
た
。
配
慮
が
足
り
な

か
っ
た
と
こ
ろ
は
反
省
い
た
し
ま

す
。

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
の
出
前

授
業
を
、
１
・
２
年
生
に
は
１
月
も

し
く
は
２
月
頃
に
社
会
科
ま
た
は
総

合
学
習
の
授
業
の
中
で
、
進
学
・
就

職
を
目
前
に
し
た
３
年
生
に
対
し
て

は
２
月
も
し
く
は
３
月
頃
に
、
社
会

教
育
を
一
環
と
し
た
授
業
の
中
で
計

画
し
て
い
ま
す
。

ム
ペ
ー
ジ
内
の
特
設
ペ
ー
ジ
「
初
め

て
の
選
挙　

18
歳
選
挙
」
を
、
白
馬

村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
リ
ン
ク
を
貼
っ

て
い
ま
す
。
村
内
の
高
校
生
世
代
を

一
堂
に
会
し
て
説
明
を
行
う
予
定
は

あ
り
ま
せ
ん
。

職
員
に
は
明
る
く
変
わ
っ
た
役
場
の

姿
勢
を
見
せ
る
よ
う
、
副
村
長
を
中

心
に
業
務
に
あ
た
る
よ
う
常
々
指
示

し
て
い
ま
す
。
上
か
ら
目
線
な
ど
と

い
わ
れ
な
い
よ
う
努
め
ま
す
。

極
的
に
提
案
提
言
を
し
て
も
ら
い
、

施
策
と
し
て
取
り
入
れ
る
よ
う
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

太田伸子議員

が
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
当
初
予
算

編
成
は
。

の
申
し
出
で
行
わ
れ
た
11
月
16
日
の

懇
談
会
ま
で
な
か
っ
た
が
。

が
、
地
区
役
員
を
平
日
の
朝
か
ら
役

場
へ
呼
ぶ
と
い
う
こ
と
は
、
役
員
は

休
暇
を
取
っ
て
懇
談
会
に
出
席
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
行
政
は
就
業
時

間
中
で
あ
り
、
役
員
を
呼
び
つ
け
て

い
る
よ
う
に
思
え
る
。
こ
の
頃
の
行

政
の
姿
勢
が
上
か
ら
目
線
で
は
。

引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
明
る

村
長

村
長

総
務
課
長

選
挙
管
理

委
員
長

選
挙
管
理

委
員
長

村
長

村
長

村
長

問問問

問

問

問

く
正
し
い
選
挙
推
進
の
立
場
か
ら
の

啓
発
指
導
の
取
り
組
み
は
。
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議会視察研修を実施

活かせば財産。分ければ資源。
上勝町のごみゼロ理念

葉っぱビジネスの後継者募集
（インターンシップ事業）

140ｍもの断層を建屋に保存

視察日　平成 27 年 11 月 18 日～ 20 日
○今回の視察経費は議員報酬の中から、それぞれが負担しました。

「
野
島
断
層
保
存
館
」

（
兵
庫
県
淡
路
市
）

　

大
震
災
の
と
き
に
出
現
し
た
淡
路
島
の

野
島
断
層
を
約
１
４
０
メ
ー
ト
ル
に
わ
た

り
、
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
保
存
。
併
せ
て
、

実
際
の
断
層
断
面
も
保
存
し
て
い
る
。
ま

た
、
被
災
し
寸
断
さ
れ
た
ま
ま
の
道
路
や
、

家
屋
な
ど
も
保
存
さ
れ
、
震
災
の
甚
大
な

被
災
状
況
を
伝
え
て
い
る
。
年
間
約
15
万

～
18
万
人
ほ
ど
が
見
学
に
訪
れ
て
い
る
と

の
事
、
特
に
児
童
・
生
徒
の
社
会
見
学
の

場
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
大
震
災
の
被
災
状
況
を
い

か
に
次
世
代
に
伝
え
て
い
く
か
は
、
白
馬

村
で
も
課
題
で
あ
る
。
神
城
断
層
地
震
の

場
合
は
、
野
島
断
層
に
比
較
し
て
地
表
に

出
現
し
て
い
る
断
層
部
分
も
小
さ
い
の
で
、

同
様
な
形
態
を
と
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

思
わ
れ
る
が
、
現
在
の
状
況
を
後
世
に
活

か
せ
る
よ
う
な
保
存
と
防
災
へ
の
活
用
は

強
く
求
め
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

「
ご
み
ゼ
ロ
運
動
へ
の
取
り
組
み
」

（
徳
島
県
上
勝
町
）

　

全
国
に
先
駆
け
て
２
０
０
５
年
に
「
ゼ

ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
（
注
）」
宣
言
を
出
し
、

未
来
の
子
ど
も
た
ち
に
き
れ
い
な
空
気
、

お
い
し
い
水
豊
か
な
大
地
を
継
承
す
る
た

め
、
２
０
２
０
年
ま
で
に
上
勝
町
の
ご
み

を
ゼ
ロ
に
す
る
決
意
を
表
明
し
て
、
町
民

全
体
で
ご
み
ゼ
ロ
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

町
内
に
は
、
１
ヶ
所
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
が
あ
る
の
み
で
、
運
営
は

民
間
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
委
託
し

て
い
る
。
受
け
入
れ
は
年
末

年
始
を
除
い
た
毎
日
の
午

前
７
時
半
か
ら
午
後
２
時

ま
で
で
、
回
収
業
者
は
な
く
、

住
民
自
ら
が
持
ち
込
み
、
そ

の
場
で
分
別
し
て
い
る
。
ご

み
の
分
類
は
現
在
34
種
類
、

リ
サ
イ
ク
ル
業
者
を
経
て
再
資
源
化
さ
れ

て
い
る
。
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、
無
料
の

リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
「
く
る
く
る
シ
ョ
ッ

プ
」
が
併
設
さ
れ
て
お
り
、
ま
だ
使
用
で

き
る
不
用
な
も
の
を
、
新
た
に
必
要
と
す

る
人
が
引
き
取
っ
て
い
く
中
継
所
の
役
目

を
し
て
お
り
、
年
間
10
ト
ン
が
持
ち
込
ま

れ
、
約
８
ト
ン
が
引
き
取
ら
れ
て
い
っ
て

い
る
と
の
事
で
あ
る
。
住
民
全
体
が
意
識

を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
状
況
は
、
非

常
に
参
考
に
な
っ
た
。

「
葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
」

（
徳
島
県
上
勝
町
）

　

有
名
な
「
彩
（
い
ろ
ど
り
）
事
業
」
は
、

昭
和
61
年
に
４
軒
の
生
産
者
と
、
当
時
の

農
協
職
員
（
現
在
は
事
業
者
の
代
表
取
締

役
社
長
）
１
名
と
で
始
め
た
も
の
で
あ
る
。

背
景
と
し
て
は
、
林
業
の
衰
退
で
樹
木
が

増
え
て
き
た
こ
と
と
、
寒
波
に
襲
わ
れ
主

産
業
で
あ
る
ミ
カ
ン
の
木
が
全
て
枯
死
し

て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。

　

取
り
組
み
か
ら
30
年
近
く
経
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
す
で
に
完
成
さ
れ

た
ビ
ジ
ネ
ス
ス
タ
イ
ル
で
あ
っ
た
。
会
員

は
１
８
９
名
ほ
ど
で
、
年
間
売
上
総
額
約

２
億
１
２
０
０
万
円
で
あ
る
。

　

当
初
か
ら
情
報
の
共
有
化
に
力
を
入
れ
、

現
在
で
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導
入
し
、

市
場
の
ニ
ー
ズ
が
会
員
に
情
報
と
し
て
流

さ
れ
、
瞬
時
に
供
給
で
き
る
農
家
が
決
定

さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
が
確
立
さ
れ
て
い
る
。

　

効
果
的
な
シ
ス
テ
ム
と
、
お
年
寄
り
が

生
き
が
い
を
も
っ
て
働
い
て
い
る
姿
は
、

今
後
の
白
馬
の
農
業
や
、
特
産
品
開
発
、

ま
た
観
光
関
連
産
業
の
充
実
に
向
け
、
参

考
に
な
る
事
例
と
思
わ
れ
た
。

「
Ｏオ

ＮノＯ
ＭミＩ
Ｃ
チＨ
Ｉ　

Ｕユ
ー

２ツ
ー
」

（
広
島
県
尾
道
市
）

　

日
本
で
初
め
て
海
峡
を
横
断
で
き
る
サ

イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
に
併
設
さ
れ
た
Ｏ
Ｎ

Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ　

Ｕ
２
は
、「
瀬
戸
内
し
ま

な
み
海
道
」
の
本
州
側
拠
点
地
と
し
て
、

尾
道
市
が
駅
前
再
開
発
事
業
と
民
間
活
力

で
賑
わ
い
の
創
出
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

平
成
26
年
に
サ
イ
ク
リ
ス
ト
向
け
の
複
合

型
施
設
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　

海
運
倉
庫
の
上
屋
（
う
わ
や
）
の
特
性

を
活
か
し
、
広
さ
約
２
０
０
０
平
方
メ
ー

ト
ル
の
施
設
に
、
ホ
テ
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、

手
作
り
ベ
ー
カ
リ
ー
、
カ
フ
ェ
、
自
転
車

ゼロ・ウェイスト（注）：燃やして埋めるごみ処理から、ごみの発生自体を減らす政策への転換をめざす考え方
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計画されている公営住宅の間取り（案）

建設場所・間取り等決まる ! 復興住宅

港沿いにある海運倉庫を改修してカフェやホテルが
（onomichi　U2　複合商業施設）

白馬村シニアクラブ

白馬商工会

時間を延長して活発な意見交換

　　　多岐にわたって課題を提起 震災復興特別委員会

お
詫
び

　商工会役員と議会との懇談会が、12月７日に「元気な白馬
村づくりに向かって」をテーマとして開催されました。
懇談内容は、
①制度融資の利子補給の拡充
②創業支援と創業助成の実施と具体化の実現
③�海外からの観光客等の「夕食難民」問題と、迷惑行為の解消
④�松本糸魚川連絡道路のルート案年内発表と同意形成につい
て
会議時間を延長して活発な意見交換が行われました。

　12月定例会初日の9日に開催された震災復興特別委員会に於いて、
報告事項1件と協議事項1件が審議されました。
　報告事項は、12月3日堀之内地区の城嶺砂防工事の竣工検査合
格に伴い、村内全ての避難指示が解除され、これを受け平成26年
11月22日に設置した、災害対策本部を復興支援本部に切り替えた
との報告がありました。
　協議事項は、長野県神城断層地震に係る村営住宅の建設について、
説明がありました。建設計画の概要は次のとおりです。
１．建設場所と戸数
　　総建設数　10棟18戸（内訳1棟2戸建て8棟・1棟1戸建て2棟）
　　仮称堀之内東団地　（東部農村広場）　　4棟8戸
　　仮称堀之内西団地　（公民館東側民有地）3棟6戸
　　仮称三日市場団地　（公民館南側民有地）2棟3戸
　　仮称中学校西　　　（旧校長住宅跡地）　1棟1戸
２．施設の概要
　　住棟　�木造平屋建て（１棟２戸・１棟１戸）間取り3DK
　　　　　面積77.8㎡
　　屋根　落雪型（4寸勾配）雪割
３．家賃
　　①�震災被災者（入居者全員65歳以上場合・知的障害者等が同

居の場合）
　　　�収入月額に応じて月6,000円から16,000円の6段階の2,000

円刻み
　　②上記以外は、公営住宅法に規定する家賃となります。
４．概算事業費　　　約5億5000万円

　11月30日10時から、ふれあいセンター会議室で議会との
懇談会を開催しました。現在、シニアクラブは吉沢会長（森上）
以下18人の役員体制で高齢者の親睦行事やクラブの要望な
どを役場と話し合いを行っています。
　当日は、議会側は12名全員参加、クラブからは9名の役員
の方の出席で行われました。まず、12月議会直前でもあり、
議員から一般質問の概要説明及び議会関連の話題や問題点
について意見発表を行い、引き続きクラブ側から、議会に対
する要望を聞きました。
　要望、提案については、
●復興住宅の進捗状況について
●特養の増設について
●カーブミラーや標識が不十分との指摘
●�未加入者問題と第二の税金の整理と公平な集金体制を
●ふるさと納税の返礼品の充実を
●TPP以降の白馬の農業について
等、多岐にわたる課題が提起され時間をオーバーして活発な
話し合いが行われました。

シ
ョ
ッ
プ
、
地
元
生
産
品
の
セ
レ
ク
ト

シ
ョ
ッ
プ
、
ワ
イ
ン
バ
ー
な
ど
を
設
け
、

施
設
全
体
で
約
70
名
の
雇
用
を
生
み

だ
し
て
い
る
。

　

ホ
テ
ル
は
自
転
車
の
持
ち
込
み
が

可
能
で
、
眼
前
に
港
を
見
下
ろ
す
広
々

と
し
た
空
間
や
デ
ッ
キ
で
は
自
由
に
く

つ
ろ
げ
る
施
設
を
提
供
し
、
国
内
外
の

利
用
者
も
多
く
、
稼
働
率
は
約
７
割

と
高
い
。
２
０
１
４
年
の
国
際
大
会
に

は
国
内
外
か
ら
７
３
０
０
人
も
集
ま
り
、

２
０
０
０
人
が
大
会
に
参
加
し
た
。

　

長
野
県
も
、
ま
た
当
村
も
グ
リ
ー

ン
期
の
観
光
の
目
玉
と
し
て
サ
イ
ク
リ

ン
グ
に
力
を
入
れ
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、

こ
の
よ
う
な
施
設
に
も
取
り
組
む
べ
き

か
は
し
っ
か
り
と
議
論
す
べ
き
と
思
わ

れ
る
。

議会傍聴においでください
次の定例会は 3月　　本会議はユーテレ白馬でご覧いただけます

表紙の写真説明
「暖冬と言われていたが、ここまでとは！」
暮れ、正月以降も続いた春のような陽気。１月
中旬の連休に至ってもまとまった降雪に恵まれ
ず、村の経済に影響を与えました。

　
前
号
「
わ
た
し
の
ひ
と

こ
と
」
に
原
稿
を
寄
せ
て

い
た
だ
い
た
、
平
瀬
久
美

子
さ
ん
の
行
政
区
が
抜
け

て
お
り
ま
し
た
。
平
瀬
さ

ん
は
大
出
に
お
住
ま
い
で

す
。

　
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

懇談会

むらの未来が見える
（12月定例会の傍聴者延べ 31人）
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編

集

後

記

白馬村に来て 英語の日々 白馬国体に向けて
吉田　知美 佐藤　明美 山岸　忠三日市場 みそら野 新田

私は大岡村出身で長野市近郊で生
活していました。結婚を期に白馬村
に来て４年が経ちました。それ以前
は、白馬に近いところに住んでいな
がら一度も足を運んだ事がなく、長
野五輪等でのスキー場の事しか知ら
ず正直どんな所なのか解らなく不安
に思ったり、大岡村と似た感じでほっ
とした事などを思い出します。ここ
白馬に来て、多くの人達と関わって
仲間ができ、いろんな経験をして、
とても充実した日々を送っています。
昨年は地震にあい、ものすごい恐怖
を体験し避難生活を送ることになり、
多くの人達に励ましささえてもらい
とても有りがたく思いました。私の
場合は倒れた家具の隙間に居り怪我
もなく避難する事ができてよかった
と思います。それに家具をしっかり
固定しておかなければならないと気
付く事もできました。これからは、
いろんな行事やボランティア活動に
できるだけ参加して白馬村の事をもっ
と知って楽しく過ごす事ができるよ
うにしていきたいと思います。

「佐藤さんはどこで英語を習ったの
ですか？」とたまに聞かれることが
あります。私は19歳から２年間、松
本亨英語教育研究所という所に通い
ました。そこの教師は日本人ばかり
でしたが講義は全て英語で行われま
した。もちろん私たちは日本語厳禁
です。
まずショックだったのはＡＢＣの
発音を徹底的に直されたことです。
Ｐの発音では口の前にかざした紙片
がその息で揺れないと次のＱへ進め
ません。Ｚまで終わると録音した教
材を聴き簡単な英文から暗唱し、最
終的には文学から科学、時事問題ま
での数分間にわたる会話を、ストッ
プウォッチで時間を測りながら暗唱
するというものでした。家で練習し、
翌日先生にチェックしてもらって次
へ進むという繰り返し。使う辞書は
英英辞典。休み時間の雑談も英語。
こんな英語漬けの２年間が今の私の
英語の源泉です。

何十年ぶりかの雪不足。信じられ
ない現状。自然現象とは言え恐ろし
い事である。何しろ冬とは思えない
程の暖かさに驚いている。
さて来シーズンは29年２月に長野
国体が開催されることとなりスキー
種目は白馬村で行う事が決定してい
る。昭和62年以来３回目となる国体、
是非成功させなくてはならないと思
う。大会役員だけでは無理があり、
村民全員の協力・支援が必要であり、
暖かく選手団を迎え入れてほしいと
思います。62年の岩岳会場を中心に
開催された時は雪不足で、私も役員
として協力しましたが、特に距離コー
スは大会前日の雨でコースが一部崩
れ、何台ものダンプカーで雪を運び、
又アルペン会場では徹夜で降雪機に
よる雪作りをした事を記憶している。
私は現在、体育協会の役員として
大会を盛り上げる為に組織をあげ全
力で協力する覚悟です。いずれにせ
よ降雪に恵まれることを期待します。

夢、私たちに。

わたしのひとこと

新
年
あ
け
ま
し
て
、
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

十
二
支
は
元
々
は
農
業
用
語
で
、

植
物
の
成
長
の
暦
で
し
た
。
庶
民

に
判
り
や
す
く
す
る
た
め
に
、
動

物
を
当
て
は
め
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
申
年
は
成
熟
を
表

し
ま
す
。

社
会
構
造
的
に
は
成
熟
期
迎
え

た
白
馬
村
に
と
っ
て
本
年
大
き
な

節
目
の
年
に
な
り
ま
す
。
合
併
60

周
年
、
第
５
次
総
合
計
画
や
観
光

地
経
営
計
画
の
施
行
、
マ
ナ
ー
条

例
の
本
格
運
用
、
被
災
者
支
援
の

公
営
住
宅
の
建
設
、
災
害
復
旧
工

事
の
最
終
年
度
等
々
。

議
会
も
成
熟
し
て
い
く
た
め
に
、

議
会
基
本
条
例
の
策
定
な
ど
議
会

運
営
や
議
員
資
質
向
上
へ
向
け
て

改
革
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
津
滝　

俊
幸
）

■
議
会
報
調
査
編
集
特
別
委
員
会

議
　
　
長

委

員

長

副
委
員
長

委

員

〃〃〃〃

白馬議会だよりは、環境にやさしい植物油型インキと再生紙を使用しま
した。（PO 印刷）
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